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スライドとハンドアウトを用いた講義における効果的なノートテイキング方略に関する研究
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＜あらまし＞近年，大学の講義ではプレゼンテーションソフトウェア（スライド）を用い，スライドの縮刷

（ハンドアウト）を配布する形式が増加している．しかし，その講義形式に対するノートの取り方は明らか

になっていない．そこで，本研究では，スライドを用いた講義形式におけるノートテイキングの方法を事後

に行ったパフォーマンステストの結果により考察する．実験は，講義を聴講した際に実際にノートを取らせ，

そのノートを用いて見直しした後にテストを実施した．その結果，成績上位群は下位群に比べ下線の利用が

多いこと，板書を行うと学習者は自発的な書き込みが減少傾向となる可能性も示唆された．

＜キーワード＞ ノートテイキング，スライド，高等教育，学習方略 

１．はじめに

今日の高等教育において， 活用教育の導入率

が高くなってきており，「スライドなどによるプレゼンテ

ーション」を利用している 年制大学は であった

（吉田・田口 ）．

講義においてスライドを利用することのメリットとして

は，講義の要旨が説明しやすいこと や，板

書のみの講義に比べて時間を効率良く使えること

などが挙げられている．一方， 枚のスラ

イドに提示できる文字数が制限されていることによって

表現が抽象的になってしまうことなどの問題点が挙げら

れている ．したがって，講義後にハンドアウ

トを用いて見直しを行う際，必要な書き込みが行われて

いなければ内容の正確な理解は難しいという問題が起

こる可能性が考えられる．

スライドを用いた講義におけるノートテイキングに関す

る先行研究では，その効果に関して様々な検討が行わ

れている．岸ら は，ハンドアウトに対する書き込み

の量と事後テストの成績の間に正の相関があることを示

した．また，岩切・西原 はスライドを用いハンドア

ウトを配布する形式の講義（実験室環境）において，テ

スト時にハンドアウトの参照を認めると指示した場合に，

テストの上位群と下位群で矢印の使用数，口頭のみで

説明している情報の書き取りの数，スライド間の体制化

を促す情報の書き込みの数に有意な差があることを示

した．しかし，この研究ではテスト時にハンドアウトを参

照であり，また，板書を行っていない．そこで本研究で

は，実践を想定し板書を行い，テスト時にハンドアウト

の参照を認めないと指示した場合に，事後テストの上

位群と下位群でハンドアウトに対する書き込みにどのよ

うな違いが表れるかを調査した．

２．実験の概要

本実験は大学生（学部 ， 年生） 名を対象に，実

際の講義を用いて行った．実施時期は 年 月で

ある．実験手続きを図 に示す．

３．分析方法

分析は，事後テストにおける高得点群と低得点群に区

別し，それらの群の書き込みを行ったハンドアウトの

特徴を比較する．書き込みの分析については非言語

情報として，箇条書き，下線，囲み，矢印，文字の強調，

図表の つからなるノートテイキング方略（齋藤・源田

）の中から，今回被験者に使用されていた下線，

囲み，矢印の３つ，および目印（星印など）の使用数を

カウントした．言語情報としては，スライドに提示されて

いる情報と重複している情報（重複情報）の書き込みの

数，教授者の発話により説明された情報（発話情報）の

書き込みの数，講義中に提示されていない情報（非提

示情報）の書き込みの数をカウントする．また，本実験
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図 実験手続き

中の講義において板書を用いて説明を行っている部

分もあるが，被験者が板書を写している部分について

は，書き込みの数にはカウントしていない．

４．結果

事後テストの平均は （ ）であったため，

平均以上を上位群 名，平均以下を下位群 名と

した．事後テストの平均と使用した方略数および言語情

報の書き込みの平均について詳細を表 に示す．

平均値の差の検定を行った結果，得点上位群と得点

下位群で下線の使用数の差に有意傾向があった．また，

今回の実験では，両群とも各種言語情報の書き込みは

ほとんど見られなかった．

５．考察  
下線の使用数に差があったことについては，魚崎ら

がテキストの読解の際に下線を引くことでその部

分の再生率が高まることを示しており，ハンドアウトの場

合においても同じ効果が得られたと考えられる．

言語情報の書き込みがほとんど見られなかったことに

関しては，講義において板書を行ったことが原因として

考えられる．被験者は板書を写す作業に多くの負担を

かけてしまい，自分の考えや重要な発言などを書き込

む余裕がなかった可能性がある．

６．まとめと今後の課題

スライドとハンドアウトを用いる形式の講義において

表 方略使用数および言語情報の書き込みの平均 
 得点上位群 得点下位群 t値 

スコア 
 

矢印 
 

下線 
 

†

囲み 
 

目印 
 

重複情報 
 

発話情報 
 

非提示情報 
 

N = 38  † **  

テスト時にハンドアウトの参照を認めないと指示した場

合，得点上位群は下位群に比べて下線をより多く使う

傾向があることが示された．また，板書を行うと，自発的

な書き込みが減少傾向となる可能性があることも示唆さ

れた．今後は，口頭のみで説明している情報の書き取

り，スライド間の体制化を促す情報の書き込み下線を

引くというノートテイキング方略の効果を検討したい．
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